
編集部 吉村先生，今日の話題となっているこの

ビール，お召あがりになってらっしゃるのですか。

吉村先生 もちろん飲むよ。

編集部 ここに三種類ございますが，どれが一番お

好みですか。

吉村先生 いや，特にないですね。

編集部 私も，頂きましたが，どれも非常にしっか

りした味で，とても美味しかったです。

編集部 こちらのビールのネーミングとデザインに

吉村先生がかかわられたと伺いましたが。

吉村先生 そうそう，ブルーナイルとホワイトナイ

ル。ナイル川の支流の名前です。ハルツームのところ

で合流していますよ。ホワイトナイルとブルーナイル

というのは，現実にあるから。エジプトの水は，全部

ナイル川の水だからというんで，そういう名前をつけ

てみました。でもこの 3本目のルビー，これは僕がつ

けたんじゃないよ。

編集部 ラベルのデザインも，ブルーナイルとホワ

イトナイルとで，右目と左目で分けられていますよね。

吉村先生 古代のホルスの目を元にしたデザインで

す。ホルスというのは古代エジプトの神様で，右目と

左目が違うんですよ。ホワイトナイルとブルーナイル

はそれぞれ右と左にして，ナイル川の右と左に分れて

いる。
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特集《知財と食品》

東日本国際大学学長・早稲田大学名誉教授 吉村 作治

インタビュー

古代エジプトの知を現在に

本号の特集のテーマである「食品に関する知財」に関連する文献を調べていたところ，ロマンを感じさせる

特許公報（特許第4963560※1号公報）にたどり着きました。テーマは，古代エジプトで原料として使用され

ていたエンマー小麦を用いたビールの製造方法！しかも，発明者には考古学者として有名な吉村作治先生が名

を連ねていらっしゃいます。これは是非とも直接お話をお伺させて頂きたいと思いインタビューをお願いした

ところ，ご多忙な中にもかかわらず，快くお引き受けくださいました。

インタビューは，古代エジプトのビール製法の再現にはじまり，特許公報に記載のプロジェクトに至る経緯

や，プロジェクトで御苦労された点，また，研究に対する吉村先生の姿勢など，考古学ファンでなくとも惹き

つけられる内容になっております。また，改めて視野を広く持つことの重要性を再確認させて頂いたようにも

感じられます。それでは，御一読下さい。

はじめに

※ 1

【特許番号】特許第 4963560 号

【登録日】平成 24 年 4 月 6 日

【発明の名称】発酵麦芽飲料及びその製造方法

【請求項の数】3

【出願日】平成 18 年 3 月 28 日

【特許権者】

国立大学法人京都大学

学校法人早稲田大学

黄桜株式会社

【発明者】

伏木 亨

河原 太八

吉村 作治

若井 芳則



※ 2

（注釈）

古王国時代：紀元前 27 世紀〜紀元前 22 世紀，中王国時代：紀

元前 21 世紀〜紀元前 18 世紀，新王国時代：紀元前 1567〜1085 年

編集部 先生ご自身でデザインされたのですか。

吉村先生 僕，そういうのに対して一切口出さないか

ら。デザインの専門家にお任せ。

吉村先生 それが一番いいんですよ。その道の人を信

用し，尊重しないと生きていけないですから。

編集部 門外漢がいろいろ言っても必ずしもいいも

のができることはない，ということですね。

吉村先生 そうそう。デザイナーってやっぱりすごい

ですよ。僕は，専門職というのを非常に尊敬し，尊重

しているんです。専門のことについては口を挟まない

で，吸収させてもらう。

編集部 なるほど，ところで，このビール，元々キ

リンビールさんの創立 100 周年記念事業で，エジプト

の壁画に描かれていた古代のビールの製法を復元しよ

うというお話が発端だそうですね。

吉村先生 壁画に描かれているビールを復元するん

じゃなくて，古代エジプトのビールを復元しようと。

その資料として壁画を使ったの。壁画に描かれている

からやったんじゃないですよ。

吉村先生 古代エジプトビールというのはそもそもど

のようなものであるか解らなくて，ともかくビールの

発祥だからやってみようというのを，その 100 周年の

ときにキリンビールが発想したの。

吉村先生 それについては，その昔，キリンビールの

知人が，ギリシャ人の言った古代エジプトのビールを

つくってみようよと言ってきたんですよ。僕が大学生

をやめて助手クラスのときに。当時は仕事が中々無く

て暇を持て余してたから，キリンビールの人が，何か

仕事くれようとしたんです。でも，何回やっても失敗

するわけ。どれも酸っぱくなっちゃうわけです。で

も，ともかく，一応これがギリシャ人の言った古代エ

ジプトのビールだというんで，試してみたんです。で

も，これが評判悪かったんですね。

編集部 酸っぱい失敗品ですね。

吉村先生 そう。どうして失敗したかというと，そ

の時は考古学者だけでやっていたから失敗したの。

100 周年のときは，醸造学の先生が一緒に研究したか

ら，上手くいったんですよ。醸造学の立場から壁画を

視て。壁画は全部で三十幾つあったんだけど，僕が，

古王国と中王国と新王国※2
の典型的な壁画を 3つ選ん

で，醸造学の先生にチェックしてもらったら，これは

まさしくビールを作る基本が描かれているってことで。

吉村先生 だけど，ビールの作り方がそれぞれの壁画

に必ずしもきちっとは描かれていない。どこか欠けて

たりなんかして。

吉村先生 たかが 3000 年だから，3つの時代のどれも

ビールのつくり方は同じだろうと思ったら，実は古王

国，中王国，新王国ごとに違っていた。ただ，そこま

で細かくやってもということで，古王国でやろうかと

いうことで決めて。で，古代エジプトのビールの作り

方を復元して，それが今回は見事にでき上がって。

編集部 ついに成功されたのですね。

吉村先生 そう。そのときは，道具も全部現地のエジ

プトでつくったんですよ。

編集部 道具というと，ビールを製造する設備ですか。

吉村先生 そうそう。ビールを作る道具。古代のビー

ルを作る道具を，壁画から全部読み取って。その道具

をエジプトで再現して，エジプトから職人も日本に呼

んで，それでキリンビールの中に製造ラインを作っ

て，原料のパンもつくって。

編集部 国を跨いだ壮大なプロジェクトだったんで

すね。

吉村先生 そう。それで飛行機で再現した道具を運ん

だんですよ。現地の運び方が乱暴で，壊れたりなんか

したから，道具をもう 1回空輸したりで大変だったん

です。

編集部 そういうトラブルもあったんですね。

吉村先生 そうやって，ビールを昔の道具でつくったの。

編集部 とことん再現にこだわられたんですね。

吉村先生 そう，パン焼き窯までつくったんだ。パン

焼き窯の日乾レンガ，焼きレンガも，全て現地で焼い

て運んできて，こっちで組み立てたよ。

編集部 えっ，レンガまで現地で作ったんですか。

吉村先生 やっぱり現地の土じゃなきゃいけない。

編集部 現地の職人さんも呼び寄せたとのことです

が，現代のエジプトには，古代ビールの作り方につい

て伝承されているものはあるのですか。

吉村先生 全然ないですよ。全くないです。ただ，今

でもイスラムだからお酒飲まないんだけど，エジプト

にはコプトってキリスト教徒がいるんですよ。その人

たちが飲むどぶろくみたいなビールはあるんですよ。

そういうビールは工場というより家庭で作られてい
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※ 3

（注釈）

エジプト学会国際協会(IAE)

※ 4

（注釈）

古代エジプトでは，現在殆ど栽培されていない栽培二粒系の 1

品種であるエンマー小麦を用いてビールを製造していたことが

知られている（特許第 4963560 号公報）

る。そこにキリンビールの醸造学の専門家に行っても

らって，全部調べてもらって，これは古代のビールの

つくり方だということになった。

要するに，醸造酒はどんなものでも，最初どろどろ

なんですよ。それをどうやって澄ますか。日本酒だっ

てそうですよ。どぶろくから清酒にすることで透き通

るようになるでしょう。ビールもそうなんです。元は

どろどろしているのね。今は，ろ過する機械があるけ

ど，昔はそれをどういうふうにやったか。泥で澄ませ

たかとか，木炭使った，炭を使ったかとか，いろいろ

やって実験を重ねて，そういう試行錯誤を重ねるんで

すよ。そうやって，100 周年のプロジェクトが無事に

終わって，僕も，完成してよかったってなりました。

その成果を，キリンビールは醸造学会で発表して，僕

は国際エジプト学会
※3
で発表して，それで一度終了し

たわけ。

吉村先生 その後しばらくして，古代エジプトと同じ

ようにエンマー小麦
※4
を使おうという話がわいてきた

んですよ。100 周年のプロジェクトでは普通の小麦を

使っていたんだけど，古代エジプトビールと同じエン

マー小麦で作ろうって話ね。それで，エンマー小麦を

探してみたら，京都大学にあるというんです。

編集部 そこで京大の出番ですね。吉村先生が多く

の人脈をお持ちだったからこそ，いろんな人がつな

がってくるんですね。

吉村先生 人脈は持っていたというか，むしろ作った

んだね。僕は変わっているから，あいつオカシイよと

か言って変わった人が僕を好いてくれるんですよ。

だって，ビールの話なんか，失敗したにもかかわらず

リベンジしようなんて，普通，言ってくれないよね。

僕なんかすっかり忘れていた。

吉村先生 それで，京都大学に行ってみたらエンマー

小麦がビーカーに入ってたの。「すいません，いただ

けますか」って頼んだところ，「いや，うちもそんなに

ないからね，17 粒か 20粒ぐらいしかないですよ」っ

て渋られて，「半分ください！そのかわり，10倍にし

て返します。」といって何とか手に入れた。それで，こ

こまできたからにはやるか，となって，キリンビール

が栃木県の農場で栽培を進めた。一生懸命やると，結

構みんな乗ってくれるんですよ。

編集部 そのエンマー小麦は発芽させずに，ずっと

保存していたものだったんですか。

吉村先生 そうそう。

編集部 お墓の中とか遺跡から見つかったものでは

なくてですか。

吉村先生 違う，違う。京都大学って不思議な大学

で，いろんな所を野外調査していて，そのときにエン

マー小麦も収集してたんですよ。現代のものですよ。

栽培されたエンマー小麦−キリンビール復原プロジェクト−

吉村先生 そのエンマー小麦を農学部が持っていたん

ですよ。エンマー小麦を 10粒もらって鉢植えにして，

キリンビールが育てたんですよ。僕も見に行きました

けど，1粒で 1つの鉢植えで芽が出てくるかどうかな

んていう状況から，温室で育てて 1年で 1トンになっ

た。普通，小麦って 1年に 1回しか収穫しないでしょ

う。でもそのときは温室で，1 年に何回も実がなる。

必死にやって 1トンまで増やして，一応，京都大学に

は 1キロ返したんです。

編集部 10粒で 1000倍返しぐらいですよね。

吉村先生 そうそう。そうしたら，京都大学が，エン

マー小麦使ってみようかという話になって。京都大学

の当時の尾池総長がすごく意欲的な人で，エンマー小

麦を使ってビールやりましょうよってキリンビールに

話を持っていったらしいの。でも，キリンビールは，

商業的には採算とれないからやりませんと。そこで，

京都大学は，今度は話を黄桜に持って行ったわけ。
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吉村先生 黄桜は以前，地ビールをやってみたことが

あったので，製造機械が余っていたんですよ。それ

で，京都大学が黄桜に話を持っていって，京都大学が

食堂で売るからというんで，黄桜が乗っかったわけです。

編集部 有効活用ですね。

吉村先生 そう，有効活用だから，とってもいいと

思って。

編集部 そういう裏話もあったんですね，このビー

ルには。

吉村先生 だけど，ここで古代エジプトの製法で作る

と，絶対にコストが合わないんですよ。だから，エン

マー小麦を使って製造するということだけに特化した

んです。だから製法は現代のもの。しかも，そうじゃ

ないと，「ビール」という名称を使えないから。

吉村先生 今のビールというのは，澄ますのにコーン

スターチを使ったり，それから香り付けにホップを

使っているでしょう。古代エジプトにはホップはない

ですからね。現代で，「ビール」という名前をつけるた

めには，酒税法があって，こういうものがビールって

決めてられているんですよね。その法律に沿ったもの

だから「ビール」という名前で呼べる。

編集部 この出願の明細書の中でも，課題として，

エンマー小麦を使って現在の製造方法でいかに作るか

というのがテーマになっていました。

吉村先生 そうです。古代にあったエジプトビールは

酒税法上のビールって言えないから，いわゆる雑酒で

すね。

編集部 なるほど。

編集部 古代の製造方法だと，いわゆるどぶろくが

出来るのですね。

吉村先生 そう，どぶろくになるんです。だから，古

代エジプトビールも，最初はどぶろくなんですよ。ど

ぶろくだからストローで吸ってたんですよね。

編集部 古代エジプトでは，そういう飲み方だった

んですか。

吉村先生 飲み方がね。だけど，途中から違う。結

局，澄むようにする方法のところは壁画になかったん

ですけと，醸造学の人は，おそらく炭を使っただろうと。

編集部 一応，古代エジプトでは，どぶろくのまま

飲んでいた時期もあったんですね。

吉村先生 最初はね。それで澄むように，ろ過して。

そうしないと沢山飲めないじゃない。おかゆみたいだと。

編集部 確かに，どぶろくだとぐびぐびっと沢山飲

むのに，大変ですよね。

吉村先生 ぐびぐびっと飲んだかどうかというのは分

からないけど，冷蔵庫がないので保存の問題があるか

ら，古代エジプトでは，どぶろくのほうがいいような

気もしないではない。

編集部 ところで，古代からビールがあったという

のは，それは壁画からわかった事実なんですか。

吉村先生 壁画もあるし文書もあるよ。

編集部 文書ですか。

吉村先生 ヘカという名前です。

編集部 ヘカって何ですか。

吉村先生 古代エジプトでのビールの名前ですよ。

吉村先生 また，パピルスだけじゃなくて，神殿の壁

画とかレリーフとかにもいっぱい描いてある。パピル

スって高いものですから，そんな雑多なことは書かな

い。パピルスには教条的なことしか書かないんで。

農耕の図（大英博物館蔵）

編集部 壁画のほうがパピルスより低いコストで絵

を残すことができるんですね。

吉村先生 それはそうでしょう。壁画って，お墓にあ

る漆喰の壁に絵を描くんだから。コストって考え方は

ないですよ。簡単につくれるかどうかでも壁画は都合

いい。パピルスって，そもそもパピルスを作らなく

ちゃいけないですから。

編集部 紙をすくところからですか。

吉村先生 すかない。

吉村先生 張りつけるんです。すき紙は中国。すき紙

がエジプトのパピルスを凌駕して，エジプトは衰退し

ちゃったの。パピルスの製法は，パピルスという草を

細くはいで，それをメッシュにおいて，上から石を，

重しとして載せる。水分が抜けるとパピルス同士が張
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りつくでしょう。それがパピルスという紙なんです。

パピルスというのは，草のパピルス，紙のパピルス，

そこに描かれた絵もパピルス。みんなパピルスという

名前。

編集部 全て，パピルスと呼ぶんですね。

吉村先生 そう。古代エジプト人がどういう風にビー

ルを飲んだかというのは，ギリシャ人が伝えているん

だ。古代エジプトのビールというのは，パンを使って

作っている。パンの中にある酵母菌を使うというんだ

けど，醸造学の人が言うにはね，パンを焼いたら，酵

母菌はみんな死んじゃうから，パンの中にある酵母菌

を使うなんてあり得ない。そこのところがポイントなの。

どこにも書かれていなかったんだけど，壁画にあっ

たんだよ。スターターには大体ナツメヤシの実かブド

ウを使うんです。ブドウというのは，ブドウの実と皮

があるでしょう。ブドウの実と皮の間に発酵菌がいる

んですよ。それを使う。それをスターターというんで

すけど，それが増殖する。増殖するときの発酵菌の餌

がパンなんだ。そういうのを世界で初めて，醸造学の

人が見つけたの。

それまでは，雑菌を使うというふうに言われてたん

だけど，壁画の中に，途中で，つぼを焼いている図が

あるんですよ。これについては，ビールを作る時間に

暇だからつぼを焼いて，でき上がったビールを入れる

ための容器を用意しているんだろうという具合にみん

な解釈していた，ギリシャ人も含めて。実は，全然

違って，つぼに入れているビールを発酵させるために

は，ビールの内側にいる要らない雑菌を殺しておかな

いといけない。それで焼いていた。そういうことが，

醸造学の人だから解明できた。

編集部 要するに，滅菌工程があったわけですね。

吉村先生 そうそう，滅菌工程があったの。そういう

のを見事に解明できた。それまで，パンをふやかし

て，そのパンに包まれている発酵菌が増殖するといっ

て試していた。それで，いくら実験しても失敗するん

ですよ。

編集部 無駄な雑菌が多いからですね。

吉村先生 そう，雑菌が多すぎて，みんな腐って酸っ

ぱくなっちゃう。ワインなんか酸っぱくなっちゃうで

しょう，あれは滅菌していないから。でも，今のワイ

ンはあまり酸っぱくならないでしょう，ちゃんと滅菌

していますからね。

編集部 確かに。そうですね。

吉村先生 そういうのが解らなかったんだけど，その

醸造学の人が参加することによって解った。考古学

者って，学問の中のゼネコンみたいなもので，何でも

やるんですよ。何でもやるということは，実は何も解

らないということ。僕はこの何も解らないということ

をよく理解しているから，全部その道のプロと組んで

共同で研究する。それで，僕は知識とかデータとか，

そういうのを彼ら専門家に全部出す。向こうは，例え

ばビールだったら発酵学というのかあって，ビールだ

けじゃなくてお酒を作るときの工程とか，そういうの

を全部知っているわけでしょう。僕，何も知らないわ

けでしょう。そういうその道の基本的なゼネラルな理

論というのを知っている専門家と，僕みたいにエジプ

トの専門家が組むと，ちゃんとしたものが解明できる。

編集部 手間がかかりますが，わくわくするような

時間ですね。

吉村先生 そうそう。

編集部 パズルが 1つ 1つ解けていくような。

編集部 それぞれが知識を補い合うことによってで

すね。

吉村先生 そう，それが，面白いの。だから，建築

だって，建築の人と組まなきゃ絶対だめなの。でも，

考古学者は勝手に建築のことを言うことが多い。だか

ら，本当の事は解らなくなる。絵画もそうです。全

て，そういう専門家と組まないと解明できない。考古

学者というのはコーディネーターみたいなもので，こ

ういうデータがあるか？これこれはあるか？とか。そ

れらが組み合わさって，新たな知識になる。

考古学というのは，知識研究だからね。僕だって，

エジプトの古代の，時代を古代にしたエジプトの研究
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なんです。そこにはいっぱいいろんなものが出てくる

でしょう。それを解明していくには，全部その道の，

例えばファッションならファッションの専門家と組ま

ないとファッションについても解らないわけ。僕はデ

ザイナーじゃないから，見て，フレアとかそういうの

はわかりますよ。でも，どう作ったのかとか詳しくは

解らないわけ。だから，ファッションデザイナーと組

んで研究する。

全て生活に関係しているものは考古学ですから，そ

ういう風に進めていかないと，みんなどこかで必ず頭

打ちになっちゃうのね。僕がどんどん突き進めるの

は，プロと組むから。

編集部 その道の技術の専門家と協力して解明する

んですね。

吉村先生 そうそう，組めば，例えばビールならビー

ルについて勉強する時間が必要ないでしょう。向こう

は死ぬほどビールの勉強をしてきている。そういう専

門家と組むのがいい。向こうはエジプトのことを全然

知らないわけよ。だからエジプトのことについて質問

に答える。そうすると，自分の持っている技術と理論

と合わせて，あ，こうなるという風に謎が解明されて

いくんですね。ところで，そういうこと自体が，もう

発明だと思うんだけど，そういうのはまだ日本では見

かけない。

編集部 どうでしょうね。そのビジネスモデルを発

明と呼べるかどうか。

編集部 その考古学でいろいろ謎を解明していくの

には，現代の科学技術が不可欠だということですよね。

吉村先生 そうそう，そうです。

編集部 それをうまく生かしていくコーディネー

ターが考古学者なんだと。

吉村先生 そうです，簡単に言うと。

吉村先生 僕は，知財のこととか全く知らないんです

よ。京都大学が申請して，特許をとって，お金になっ

た。僕は，古代ビールを復元することだけしかやって

いないから，研究のどの部分が発明になっているか，

詳しくはわからないんです。

編集部 でも，この特許公報を拝読せていただい

て，今お話を伺っていると，全体に亘って発明にとて

も貢献されていると思います。

吉村先生 そう？

編集部 はい。

吉村先生 京都大学の人も，麦の専門家で，ビールの

専門家でも古代エジプトの専門家でもない，おかしい

よね。

編集部 でも，異分野のコラボレーションで，こん

なおいしいビールが開発できたということですよね。

吉村先生 そうそう，おいしい。

吉村先生 でも，実際につくった古代の道具でつくっ

たのは，もっとうまい。

編集部 そうなんですか。ろ過前のどぶろく状の

ビールですか。

吉村先生 もちろんろ過して。

編集部 古代の再現品でろ過したものですね。

吉村先生 そう。再現品は度数が 13％で，この商品の

ビールは 6％ぐらいです。

編集部 アルコール度数，普通のビールと比べると

高いですね。

吉村先生 再現品は 13％なので，ワインと同じくら

い。要するに，白ワインです，簡単に言うと。ビール

はろ過すると白ワインみたいになる。しかも白ワイン

よりおいしい。

編集部 とてもおいしいんですね。

吉村先生 うん。麦ですからね。ワインはブドウです

から。だから，そういう面で，古代のビールを飲んだ

ら古代の勝ちという感じ。ただ，もう作れないですよ

ね。酒税法の規制とか絡むんで難しいんですよ。テレ

ビで番組を作成しようと思ったって，そこをまず乗り

越えないといけない。税金やら，テレビ局のスタジオ

の環境やらね。それでいて，一切関係ない人は飲ませ

ないとか。いろいろ難しい。

編集部 それは大変ですね。

吉村先生 しかも，税金がかかってくる。

編集部 テレビ番組の企画でお酒を作るだけでも，

酒税法が問題になるんですね。

吉村先生 だから，キリンビールはその場所を 3年と

か 5年間で，全部国税局の許可取って，その許可取っ

た場所でしか作らないと言ってやっていた。それを，

せっかくキリンビールが開発できたんだから宣伝しよ

うと，僕，テレビ局でコネがあるところに電話して，

「どう，やらない？ 」って聞いたら，みんな，「やる，

やる。」って言って。でも，いざやるとなると，酒税法

の規制があるのでダメになった。フリーゾーンの範囲

内だけしか作れないとか何とかややこしいことを言う

から，テレビ番組の制作はやめようと。

編集部 しかし，100 周年企画で，古代のビール製
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法でできましたよという，それでもう 1つの大成果で

すよね。

吉村先生 そうそう。

編集部 一つのテーマの完了だったのですね。

吉村先生 だから，完成時はマスコミも呼んで，例の

フリーゾーンのところで飲んだ。飲んで酔った状態で

外に出ても大丈夫ですかと，くだらないことを冗談で

聞きましたよ。

編集部 酔いが醒めるまでゾーンから出てはいけな

いのかみたいなご質問ですか。

吉村先生 そうそう。よくわからないけど，厄介な規

制ですよね。いいじゃない，みんな楽しければ。

編集部 ところで，このビールの話の中で，そもそ

も小麦として，今の小麦じゃなくてエンマー小麦を

使っていたというのがわかったのは，どうしてですか。

吉村先生 エンマー小麦というのは，ずっと前から

ビールに使われていたことが解っているんですよね。

エジプトには，昔はエンマー小麦しかなかったんです。

編集部 それは，ギリシャ人が解き明かした中に

も，そういうことがあったんですか？

吉村先生 もちろん。古代ギリシャもエンマー小麦。

古代はみんなエンマー小麦ですよ。エンマー小麦と今

の小麦の大きな違いは，背丈です。背丈が高いのがエ

ンマー小麦。だから，台風とかそういうのに弱い。一

度，キリンビールが栃木の農場で栽培したとき，すご

くすくすく伸びた。だけど，台風が来て全部だめに

なった。だから，1 年かけて台風が来ても大丈夫なよ

うにカバーして，2年目は大成功。背が高い種類はだ

めだね。

編集部 背が高い種類は栽培に向いていないのですね。

吉村先生 栽培に向いていないの。だけど，昔はそれ

しかないから，品種改良して背丈を短くして強くし

て，それから実りも多くして。そこで，実りを多くす

るといいと思うけど，土地からその分栄養分を吸収し

ていくわけですね。だから，たくさん実れば，実るほ

ど不味くなるに決まっている。

編集部 味が薄まるみたいなことになるんですかね。

吉村先生 そうそう。

編集部 栄養分が薄くなって。実ごとに分散してし

まうということですか。

吉村先生 その通り。だから，たくさん実らないよう

な小麦をつくらなきゃいけない。これが，結構大変な

んですよ。

編集部 1粒 1粒に味が凝縮するような。

吉村先生 そうそう。そういう麦で作るからおいしい

んだよね。現代では，みんな薄い味の麦でつくってい

る。しょうがないんだよね。ところで，パンビールと

いうのは，パンのみから作るんじゃなくて，パンは酵

母菌の餌なの。そういうのが目からウロコだよね。で

も，ギリシャ人は，エジプトのビールはパンビールと

思った。つまり，パンを原料としてつくっているっ

て。でもパンは原料じゃなくて，酵母菌の餌だったん

ですよね。それは醸造学の人が，そうだと指摘した。

それで見事に解明したんです。

編集部 壁画から読み解かれたビール工程として，

先ほど，殺菌工程というのをお伺いしましたけど，ほ

かにも，この壁画から読み解かれた工程というのは何

かあるんですか。

吉村先生 壁画には，ビールの製法が全部順番に描か

れているんですよ，漫画のコマみたいに。そのとおり

にやっていけば，それが今のビールの工程に合ってい

るので，読み解く必要はなかった。ただ，どうしても

解らなかったのが，つぼを焼いているところだった。

編集部 先ほどお伺いしたつぼを焼く殺菌工程ですね。

吉村先生 そうそう。解らないでしょう。解らないか

ら皆がそれぞれに勝手なことを想像するんだ。

編集部 どれも仮説だったりするのですね。

吉村先生 その仮説もみんな丸め込まれて，1000 年も

経つと，もう仮説じゃなくなって絶対のようになって

いる。

吉村先生 例えばピラミッドは王の墓であるなんて，

ギリシャ人がつくった発想ですから。どこにもそんな

根拠はないし，ミイラもなければ何もないんだけど，

みんなそう思っているでしょう。あれはギリシャ人が

勝手に，あれは何だろう，偉大な王だから，あれが墓

だろうみたいな，そういういいかげんな気持ちで決め

たことが，そのまま伝わっている。

編集部 なるほど。先ほどのつぼの話も，そういう

いい加減に解釈されていたのを，先生が醸造学の専門

家とタッグを組まれて正解を導かれたのですね。

吉村先生 壁画には必要なことしか描かれていない。

なぜって，古代エジプトで，お墓の中に描くというこ

とは，後世の我々に伝えようという気はないんです

よ。神様に伝えることを考えていたから，きちっと描

かないと，あの世に連れていかれちゃうと考えたわ

け。だから，正確に描く。つまり，描かれたものは全
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部正しいんですよ。

壁画で太陽の船というのが 2隻見つかったんだけ

ど，ヨーロッパでは，昼の船と夜の船と考えたんです

よ。2 隻あるから昼と夜という発想にみんな納得し

ちゃったんですよ。でも，太陽の船には太陽神が乗っ

ている。なのに，夜ってあります？太陽なんだから両

方昼だよね。僕は昼と夜なんかあり得ないと考えて，

2隻の船は，この世の船とあの世の船で，どこかで乗

りかえるんだという仮説を考えたんだ。

編集部 2隻を乗り継ぐんですね。

吉村先生 そうなると次は，乗り継ぎはどこだって考

えて，見事に謎が解けたんだ。壁画を基に発掘を進め

て，第 2の太陽の船というのが発掘できた。今まで第

1 の太陽の船でオールだと言われたものが 8mもあっ

て，8mのオールなんてどう考えても漕げないんです

よ。2人でも 3 人でも無理です。そもそも，船の幅が

8mしかないのに，オールが 8mだったら漕げないで

しょう。だから変だと思っていた。そしたら，ちゃん

と第 2の船で 3mのオールを見つけた。そして，結論

的に言うと，ヒンジっていうオールを引っかける金具

がちゃんと発掘されて，その後も帆柱が発掘されたり

と，他の部品とつながるいろいろな部品が発掘されて

ね。そうやって分かったのは，第 2の船と呼ばれる西

側の方の船は，動力船だった。第 1 の船と呼ばれる方

は，王様や神様が乗る客船。そういう風に謎が解けた

んだよ。

編集部 見事な謎解きですね。

吉村先生 こういう謎解きは，考古学者だけじゃだめ

なんです。これも船舶の専門家とやらなきゃ上手くい

きません。

編集部 今度は船舶の専門家の出番なんですね。

吉村先生 そうそう。大学の船舶の研究者に協力して

もらったの。それで，船というのは，動力がないと動

きませんよって言われた。そうでしょう。船って動力

がないと進まないよね。その動力というのは，水の流

れもあるし風の流れもあるでしょう。帆で進むとか，

漕いで進むとか，とにかく動力がないと船は動かな

い。動かない船は船じゃなくて単なる漂流物だね。当

たり前のことなんだけど，そういうことを船舶の専門

家が言うんですよ。それじゃ，その証拠を見つけま

しょうってことになって，調査すると見事に見つかっ

たんです。その道の専門家と一緒にいると楽しいんで

す。だから，僕の友達には，科学者が多いんです。

理系の人って，本当に面白い。例えば船舶の専門家

だったら船のことは何でも知っているんですが，他の

こととなると不思議なくらい何も知らない。専門家っ

て，そういうものなんだね。僕ら考古学者は何でも広

く知ってなきゃいけない。でも，深くは知らないわ

け。だから，そういう専門家の人と協力することも大

事なの。

動力船が存在したはずだという考えから，第 2の船

が第 1 の船を引っ張るんじゃないかという仮説に至り

ました。太陽みたいに東から西に進むのなら先頭に

立っているのが動力船のはずだという確信をもって調

査すると，漕ぐオールが見つかって，帆柱が見つかっ

て，帆も見つかって，第 1 の船を引っ張る縄も見つ

かってと，次々に仮説通りのものが発掘された。そう

して証拠が揃って動力船ということが確定された。

編集部 仮説どおりに次々と証拠が見つかっていく

時は，わくわくされましたか。

吉村先生 面白いんですよ。しかも，偶然見つけると

いうよりは，確信して探し出すんです。考えていく

と，どんどん広がっていくんです。例えば，縄を見つ

けよう，縄を探せって感じです。

編集部 あるはずだと確信して探すんですね。

吉村先生 そうそう。帆柱があるに違いない，だか

ら，帆柱を探せと。帆柱を入れる穴があるはずだし，

オールだってオールを受けとめるヒンジがなきゃいけ

ない。発掘されたものをこれは何だろうなと後から考

えるんじゃなくて，先に確信して後から見つけていく

わけ。

編集部 なるほど。従来の考古学は必ずしもそう

じゃなかったんですね。
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吉村先生 考古学って，いにしえの人たちの行動や思

想を考える学問なんですけど，考古学者は何も考えて

いなかったりする。考えないといけないのに考えない

んだから考古学って変ですよね。考えずにいっぱい新

しい発見して，どんどん論文書いて，どんどん発表し

ているから，あたかも神秘性があるように見えるんで

すよ。

編集部 それに対して，動力船のお話のように，ま

ず原理から考えて，ここに正解があるだろうというと

ころからさかのぼるというアプローチは，吉村先生は

どういう風にして身につけられたんですか。

吉村先生 生まれつき。好奇心だよね。

編集部 そうなんですね。

吉村先生 発想がちょっと普通の人と違って，船を見

て，この船は何だろうじゃなくて，この船はどうやっ

て動いているんだろうという点に興味がわくんです。

編集部 エンジニアリングの発想ですよね。

吉村先生 僕は理科系ですから。

編集部 たしかそうですよね。先生は工学博士でも

いらっしゃいますよね。御専門はどの分野ですか。

吉村先生 船舶です。実は，工学だけじゃないんだけ

ど，工学博士のほうが格好いいじゃない。

編集部 確かに解りやすいですね。

吉村先生 ねえ，解りやすいでしょう。それで，早稲

田大学の理工学部に申請したんです。そうしたら，

「文学部が何を言うか」って，5年間受け付けてくれな

かったね。

でも，根気良く，そこを何とか，ぜひ論文を読んでく

ださいとお願いして，やっと，読んでくれる先生を見

つけたの。そしたら，その先生が，おもしろいよ，君。

これ，いけるよってことになって，それで工学博士に

なったの。

編集部 船舶に関する研究がテーマだったんですか。

吉村先生 船舶というか，太陽の船がテーマだった

ね。壁画に描かれた太陽の船が実際に使われたか使わ

れないかとか，どういう構造になっているとか，なぜ

2隻あるかとか，何で空を飛ぶかとか，いろんな素朴

な疑問をテーマに研究した。空を飛ぶんだったら水の

上で動かさなくてもいいでしょうと考えたりした。僕

は船の素人だから船舶の素人なりの疑問が出てくるん

ですよ。そういった素人の疑問を解決していく過程で

船舶の専門家と話していると，僕もいつの間にか，船

の専門家になっちゃうんです。

例えば，ミイラを見つけたときも，人間の体のこと

知らないと研究が進まないでしょう。そこで，形質人

類学の人の扉をコンコンと叩いて，「実はミイラを見

つけた」って訪ねるんです。でも「あ，そう，僕，ミ

イラ嫌い」とか言われるんですけどね。そこを何とか

説得して現地に連れていって一緒に研究を進めます。

3年もすれば，僕もインターンよりか人間の体に詳し

くなったよ。

編集部 ミイラの研究のために，形質人類学まで突

き詰められたんですね。

吉村先生 だって，ミイラを解体していくとき，これ

が心臓だとか，これが胃だぞとか，動脈がどうだとか

聞きながらやるから，医学の勉強なんです。ずっと模

型で勉強するインターンよりも実地の学問だから理解

が進むよね。実際にそこに死体があるわけだから。医

学博士も取れるぐらい。

編集部 解剖学的な知識が身につくんですね。

吉村先生 そう解剖学ですよ。簡単に言うとね。

編集部 そうなんですね。素人目には，考古学とい

うと，ロマンを追う学問だなと漠然と考えていたんで

すけど，そうじゃない側面もあるんですね。

吉村先生 ロマンというのは，大きくて何か解らない

ことを解明するというロマンなんですよ。だけど，そ

んなロマンなんかどこか置いておいてやらないと研究

は進まない。

編集部 研究なされている 1つ 1つは，非常に実学

的なことなんですね。

吉村先生 僕は，これまで，何年から何年はミイラを

研究した，何年から何年は建築を研究した，という感

じでいろんなことをたくさんやっているから，百科事

典みたいなものだよね。

編集部 そうですね。ところで，エジプトを研究の

対象にされたのは，何かきっかけはあったんですか。

吉村先生 きっかけは，子供のときに僕は背が低かっ

たし成績もいいし生意気な口聞くから，背の高いやつ

にバットでぶん殴られたりして追いかけ回されたり

と，いじめられっ子だったんです。だけど，いじめっ

子というのは，絶対に図書室に来ないんですよ。僕が

図書室に入っちゃうと帰っちゃうんです。それで，い

じめっ子らが帰るまで図書室にずっといていろんなも

のを読んだ。まず百科事典を読んだ。百科事典ってお

もしろいんですよ。次から次へ，解らないことが解っ

てくるわけ。百科事典を大体読んじゃったら，伝記を
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読んだね。伝記に載る人ってすごくユニークなことを

やって，世界的に認められて，なおかつ晩節を汚して

いないんです。晩節を汚すと伝記にならない。この人

達を真似すれば絶対世界一になると思った。

でも，エジソンみたいに世界一になるには道が遠い

と感じた。100冊あった全集の最後の 10冊がリビン

グストンなどの冒険探検家の伝記だったんです。で

も，マラリアになったとか虫に食われたとか，怖い話

がいっぱい書いてあって，嫌だなと思った。最後の 3

人だけが考古学者だった。そのうちの一番最後，100

冊目が，エジプトのツタンカーメン王を見つけたハ

ワード・カーターって人の伝記だった。あ，これなら

いけそうだと思ったよ。なぜかというと，虫とか蛇と

か嫌だけど，死人相手だったら化けて出るぐらいだか

らね。

それで，それから考古学を勉強しようと思ったけ

ど，当時は全然資料がなかったんですよ。仕方がない

から，美術全集とかいうのを読んで過ごして，そして

大学に入ったときに研究を始めたの。だから，考古学

のきっかけは 10歳のときです。

編集部 10歳のときに考古学に出会われたという

ことですね。

吉村先生 そして 20歳のときから本格的に始めたか

ら，その後の 10 年間は，いろんな苦労があった。英語

は大嫌いだったけど原書を読むしかなかったんです。

仕方がないから，文法からもう 1回やり直した。そう

して英語の本を読むようになったから，英語に困らな

いようになった。英語が好きで英語が上手いんじゃな

くて，英語が大嫌いで，しかし自分の学問にとって必

要だからやるようになった。

編集部 必要に迫られて，身についたわけですね。

吉村先生 そうです。今となってはどんな英語でも全

然嫌じゃないの。みんな，英語の本を読むのは嫌いで

しょう。

編集部 はい。抵抗がありますね。

吉村先生 僕は全然嫌いじゃないの。考古学の謎を 1

個 1個解明するというシンプルな目的のために読めば

いいというだけで，抵抗は感じない。今では，アラビ

ア語とフランス語と英語と日本語等，謎を解明するた

めにいろんな文献を読んでるね。

編集部 全て必要に迫られて身についたわけです

ね。その源になるのが，好奇心ということなんですね。

吉村先生 ところで特許なんて，僕は全く関係ないと

思っていたのね。でも，ライセンス料をもらうように

なってから，特許ってすごいなって。特許取るために

は僕の頭の中を開示するわけでしょう。ということ

は，ライセンス料を払えば，僕の頭の中のことを誰で

もできるんですよね。特許取らなければ教えないで済

むじゃないという考えがあったの，僕にはね。でも，

お金もらったら，やっぱり特許取ったほうがいいと

思った。お金，欲しいんですよ。

編集部 研究のためにですか。

吉村先生 うん，そうそう。だって，50 年で，今年で

51 年目になるんだけど，研究に100億円使いましたよ。

編集部 すごい研究費ですね。

吉村先生 そう，研究費。幾ら使ったかを文科省に登

録しなきゃいけない。そうこうしてるうちに 100億。

財形貯蓄にしていれば，今ごろ御殿に住んでいた。惜

しいことしたな。でも，全部いろんなもので残ってい

るんです。本 300冊と論文 2000 本。

編集部 論文 2000 本ですか。それは，すごいこと

ですね。

吉村先生 ほとんど，3 日に 1 本ぐらい書いている。

論文も，普通の文も同じ論調。みんな論文だと格好つ

けて難しい言葉を使うんだけど，僕はそうじゃない。

やさしい論文を書く。どうしてかというと，やさしい

と関係ない人も読んでくれる。難しいと，関係ない人

は読んでくれないんですよ。論文なんて仲間うちでい

くら読んでもしようがないの。関係ない人が読んでく

れて，理解してくれることが大事でしょう。それで，

文体をやさしくするの。子供でもわかるような文。と

ころが，みんな，格好つけるんですよ。

編集部 確かにそうですね。

吉村先生 そういうのをやっても広まらないんです

よ。僕，この間，クラウドファンディングでお金集め

た。2000万円の予定が，3300万円集まった。500 人の

人が応援してくれた。その 500 人の人の内，知ってい

るのは 100 人ぐらいなんですよ。400 人は知らない

人。その人たちがお金をくれた。そういうふうに，何

でも一生懸命ひたむきにやると，人を動かせるんだよ

ね。だから，特許で儲けた利益も全部研究費に。ま

ず，京都大学と早稲田で折半して。それを早稲田大学

が半分取って，残りの半分が僕のところに。でも，結

構な金額ですよ，1年間に，3回か 4回に分けてくる。

それを全部研究所に入れちゃう。僕のところには入っ

てこない。そういう身ぎれいというのが大事なんだよ。
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大事なのは，理解してもらうのじゃなく，共感して

もらわなきゃ。人はみんな，理解させよう，理解させ

ようって，自分の考えを理解してもらおうと思うで

しょう。それではだめなんですよ。理解なんかされな

くても構わないんですよ，共感してもらったほうがい

いんです。

編集部 行動に賛同できるというわけですね。

吉村先生 そうそう。

編集部 他の人にも共感していただいて，それで一

緒に研究をしてという感じで，さらに新しいものを世

の中に送り出していってらっしゃるという。すごい仕

事ですね。

編集部 ところで，話は変わりますが，エジプト時

代に，現代の商標みたいなものはあったのですか。

吉村先生 ないです。

吉村先生 商売というのがない，そもそもビジネスと

いうのがないから。物を動かすだけですから。古代エ

ジプトの王家の紋章はロゼットという紋章が使われて

いた。いわゆる日本でいう菊の御紋章ね。でも，王家

の紋章って，お墓でそういうのを描いているというだけ。

編集部 王家ご用達ということですか。

吉村先生 そういう考え方もない。知財という考え方

がないんです。

編集部 ブランド的なものもないんですか。

吉村先生 全くないです。だから，ミイラを作る人と

いうのは決まっている。ミイラ師は，お父さんがミイ

ラ師なら子供もミイラ師，そういうふうにやって，1

つのギルドみたいなものです。

編集部 商売で競合するようなことはないですか。

どこのミイラ師がいいかとかで，王家がどこを選ぶか

とか。

吉村先生 王家には王家所属のミイラ師がいるし，王

家所属の医者がいるし，王家所属の畑もあるし，ミツ

バチも，王家一本槍です。だから，選ぶんじゃなくて，

全て王家の所有物です。

編集部 専属がついている感じですね。

吉村先生 そう。

編集部 庶民の間での競合はないんですか。

吉村先生 庶民なんていないんですよ。

編集部 そうなんですか。王家以外はどういう層に

なるんですか。

吉村先生 王家はいるけども，その下に貴族というの

がいる。貴族は土地を持っていますが，それも王様か

ら譲り受けた土地で，そこに，手工業者がいて，商業

をやっているお店があるけど，その店もすべて王家の

持ち物なんですよ。だから，発注して入札して，とい

うようなことは全くない。すべて王家の持ち物だか

ら，商業的な考え方が全くないし，知財もない。

編集部 そういえば，知財といえば，先ほど特許が

役に立っているとお伺いしましたが，何か発明に関し

て御興味をお持ちになられたこととかございますか。

吉村先生 それがないんですよ。新しいものを作ろう

という気はない。今回の特許も，自分では，これが発

明品になるなんて全く考えていなかったし，学問的な

興味だけでやっていたでしょう。

編集部 あと，最後の質問として，現代では，人間

の創作的な活動を駆逐するような技術が，例えば人工

知能などのいろいろと新しい技術が出てきています。

それを危惧する風潮もありますが，考古学のご研究を

ずっとされているお立場からどのようにお考えですか。

吉村先生 技術者というのは，何を言ってもやめない

んですよ。勝手にやるんですよ。勝手にやらしておけ

ばいいけども，人工知能なんて進歩すると，人間がい

らなくなる。それでいいんですか。僕が生きているう

ちは大丈夫かもしれないけど，それでいいんですかと

いう，そういう疑問はあります。だから，自動車も，

いろんなセーフティガードはいいよ。だけど，運転し

なくてよくなっちゃう。そうしたら，運転手がいらな

くなっちゃうじゃない。自動車が勝手に行けばいいと

いう。前に手塚治虫先生とね，エジプト漫画をつくろ

うというので 2人で作成していたんですけど，手塚先

生が一番心配していたのは，ロボットが考えてロボッ

トが人間のようになったら，人間がいらなくなるよ

ね。そういう意味では，僕もあんまり好きじゃない，

先端技術というのは。

絶えず，そういった配慮のもとに先端技術を使って

いかないと，人間が必要なくなる。地球上にあるの

は，鉱物と動物，植物でしょう。動物から人間が出て，

人間圏というのをつくって，人間が人間として生きて

いるでしょう。そうすると，当然，ロボット圏という

のが出てきて，人工知能，そういう新しい圏ができる。

そうすると，人間が絶滅危惧種になるだろうという，

そういう心配。僕の生きている間はないと思うんだけ

ど，手塚先生も心配していた。手塚先生，本当に心配

して，そういう漫画も描いている。ロボットが人間を

使うようになると。しかし，先端技術というのは面白
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い。非常に矛盾しているんだけど，面白いけど怖い，

そういう感覚。

編集部 考古学者として，それを避けるためのアド

バイスとかございますか。

吉村先生 避けようがないと思います。避けられない

と。科学者というか，ああいう人たちは，止めろと

いっても止めない。新しいものを創り出すことに生き

がいを持っているから。生きがいは止められないじゃ

ない。僕は考古学をやっているでしょう，これも誰も

止められない。

編集部 エジプト時代の技術のように，人間が使っ

てなんぼの技術であってほしいですよね，技術という

のは。

吉村先生 ほんとうにそう。例えば，今，王様の墓を

探しているんですけど，そのときには GPRという電

磁波の地中レーダーね，探査レーダーを使っているん

です。これについてはその技術者の報告を大切にして

いるんですよ。そんな感じで，人間が必要な技術を，

こういう技術が欲しいねというんで，それを一生懸命

創っていくというのが大事なの。だけど，今は，技術

が先走って，必要じゃないものがどんどん出てきてい

る。それで，人間は後から，それをどうやって扱おう

かということになる。そこの違いですよ。だから，

おっしゃるとおりで，人間が必要なものを創るのを技

術というんで，科学技術を利用しているのが科学技術

というんだけど，今，科学技術が勝手に進んでいって，

人間がどうやって使おうかって，後で考えている。ス

マホなんか全くそうでしょう。電話だけでいいのに，

いろんな機能を入れる。アプリケーションとかね。

編集部 確かに使っていないアプリケーション，た

くさんあります。

吉村先生 無駄ですよね。そういうことで，現代の科

学技術の一番の問題点は，頼まないことを勝手にやっ

ていること。

編集部 人間が欲しないことまで，どんどん提供さ

れてしまうということですね。

吉村先生 ほんとうにそうなの。必要なことだけやっ

てくれればいいんだけど，そうじゃない。だって，人

間が死ななくなったらどうするんですか。僕みたいな

くそじじいがいっぱい溢れるんですよ。たまらないで

すよ。死ぬからいいんだよ，人間というのは。

編集部 限りあるからこそですね。

吉村先生 そうそう。そのために何歳までに生きてい

たとしたら，こういうことしようとか。いつまでも生

きられたら，のんべんだらりとだけで終わっちゃう

よ。でも，だめなんだね，科学者たちは。絶対に誰が

押さえても押さえきれない。

編集部 ところで，誠に残念ですが，時間が参りま

した。

編集部 今日はお忙しい中，貴重なお時間を割いて

いただきまして，ありがとうございました。

吉村先生 どうもありがとうございました。

編集部 興味深いお話を，どうもありがとうござい

ました。

編集部 今日は，本当にありがとうございました。

―― 了 ――
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